
JP 5587827 B2 2014.9.10

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　背板及び四周内壁によって区画され、前方に向けて開口する収納部と、
　前記背板との間に配線用空間を隔てて、該背板に対向するように配設されるとともに、
前記収納部の内壁に回動自在に連結された仕切板と、を備えており、
　前記仕切板は、その四周端面が前記収納部の前記四周内壁との間に少許の空隙を隔てて
近接配置されるように形成され、かつ、回動支点となる端部とは異なる側の端部に配線用
の切欠部を設けた構成とされていることを特徴とする収納装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記仕切板は、上端部側が前記収納部の内壁に回動自在に連結され、前記切欠部を下端
中央部に設けていることを特徴とする収納装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　複数の前記収納部を並べるように設け、隣接する収納部の前記配線用空間を連通させる
配線用開口を設けていることを特徴とする収納装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前方に向けて開口する収納部を有した収納装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来より、前方に向けて開口する収納部を有した収納装置が知られている。このような
収納装置の収納部に、電気機器や電子機器、通信機器等の配線を要する物品を収納する場
合には、その配線の処理が問題となる。例えば、下記特許文献１では、前向きに開口した
箱形本体の奥部に、背板と平行な仕切板を、背板との間に配線空間を設けて配置した収納
家具が提案されている。この収納家具では、仕切板の左右両側部や左右中間部に、上下に
長く延びる配線穴を形成した構造とされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１８７９４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された収納家具では、背板との間の配線空間への
配線の引き込み作業等を行うために配線穴を大きく形成する必要があり、該配線穴が目立
ち易くなり、更なる改善が望まれていた。
【０００５】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、配線作業を容易に行い得るとともに
見栄えを向上し得る収納装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る収納装置は、背板及び四周内壁によって区画
され、前方に向けて開口する収納部と、前記背板との間に配線用空間を隔てて、該背板に
対向するように配設されるとともに、前記収納部の内壁に回動自在に連結された仕切板と
、を備えており、前記仕切板は、その四周端面が前記収納部の前記四周内壁との間に少許
の空隙を隔てて近接配置されるように形成され、かつ、回動支点となる端部とは異なる側
の端部に配線用の切欠部を設けた構成とされていることを特徴とする。
【０００７】
　本発明においては、前記仕切板を、上端部側が前記収納部の内壁に回動自在に連結され
たものとし、前記切欠部を下端中央部に設けたものとしてもよい。
　また、本発明においては、複数の前記収納部を並べるように設け、隣接する収納部の前
記配線用空間を連通させる配線用開口を設けたものとしてもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る収納装置は、上述のような構成としたことで、配線作業を容易に行うこと
ができるとともに見栄えを向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態に係る収納装置の一例を模式的に示す一部省略概略側面図で
ある。
【図２】同収納装置の概略正面図である。
【図３】同収納装置の概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に本発明の実施の形態について、図面に基づいて説明する。
　なお、図１では、一方の側板の図示を省略している。
　また、以下の実施形態では、収納装置の収納部に対面した使用者を基準として、手前側
を前方、その逆側を後方とし、また、その状態を基準として、上下方向及び左右方向等の



(3) JP 5587827 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

方向を原則的に説明する。
【００１１】
　図１～図３は、本実施形態に係る収納装置の一例について説明するための概念的な説明
図である。
　本実施形態に係る収納装置１は、前方に向けて開口する収納部２を有している。図例で
は、上下に並べるように複数の収納部２を設けた収納装置１を例示している。
　収納装置１は、背板１０と、左右の側板１４，１４と、天板１５と、底板１６とを備え
、これらによって前方に向けて開口する箱形状とされ、本実施形態では、両側板１４，１
４間に架け渡されるように設けられた棚板１７によって上下の収納部２を区画している。
図例では、二枚の棚板１７，１７を設け、これらによって上下に３つの収納部２を区画形
成した例を示している。
【００１２】
　これら背板１０、両側板１４，１４、天板１５、底板１６及び棚板１７は、合板やＬＶ
Ｌ（単板積層材）等の木質積層板、パーティクルボード等の木質ボード、またはインシュ
レーションボードやＭＤＦ（中密度繊維板）等の木質繊維板などの木質系材料を板状に加
工した基材に、適宜、合成樹脂シートや突板等の表面化粧シートを貼着した構成とされて
いる。
　または、合成樹脂系材料に、木粉や無機フィラー、相溶化剤、着色剤などを所定の含有
割合で含有させた木粉・プラスチック複合材（ＷＰＣ）を板状に加工した基材に、上記同
様、表面化粧シートを貼着したものとしてもよい。これら各基材は、適宜、組み合わせて
積層し、表面化粧シートを貼着するようにしてもよい。
　なお、上記基材としては、木質系材料から形成されたものに限られず、合成樹脂系材料
や金属系材料等から形成されたものとしてもよい。
【００１３】
　収納部２は、左右の側壁１１，１１、天壁１２及び底壁１３からなる四周内壁と、当該
収納装置１の背板１０とによって区画されている。
　本実施形態では、収納装置１の左右の側板１４，１４の対向する両内側面が収納部２の
左右の側壁１１，１１を構成している。また、収納装置１の天板１５または棚板１７の下
面が収納部２の天壁１２を構成し、収納装置１の底板１６または棚板１７の上面が収納部
２の底壁１３を構成している。このような収納部２の四周内壁は、当該収納装置１を構成
する種々の部材によって構成され、その他、縦仕切板や地板等によって構成されるものと
してもよい。
【００１４】
　また、収納装置１には、収納部２に収納される電気機器や電子機器、通信機器等の物品
６の配線７が接続されるコンセント５が設けられている。図例では、最下段の収納部２を
区画する背板１０の部位に、コンセント５を設けた例を示している。このコンセント５と
しては、建物の壁体内等を通じて配設された電源コードやＬＡＮケーブル、光ファイバー
、電話回線、テレビ回線等の配線が接続され、これらに応じて各種コンセントやモジュラ
ー、端子等の接続部が設けられたマルチメディア型のものとしてもよい。
　収納部２に収納される配線７を要する物品６としては、テレビやチューナー、再生・録
画機器、オーディオ機器、湯沸かし器、炊飯器等の電気機器が挙げられる。また、携帯電
話や携帯情報端末、携帯ゲーム機器、携帯オーディオ機器、デジタルカメラ等の電子機器
が挙げられる。また、電話機やファクシミリ等の通信機器、コンピューター等の情報機器
が挙げられる。その他、種々の物品を収納することができる。
【００１５】
　また、収納装置１は、背板１０との間に配線用空間３を隔てて、背板１０に対向するよ
うに配設されるとともに、収納部２の内壁に回動自在に連結された仕切板２０を備えてい
る。本実施形態では、仕切板２０の上端部側を収納部２の内壁に回動自在に連結した例を
示している。また、本実施形態では、複数の収納部２のそれぞれに仕切板２０を設けた例
を示している。
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　背板１０と仕切板２０との間に設ける配線用空間３の前後寸法は、仕切板２０を背板１
０と略平行とした状態（回動させていない状態）で、配線７の引き込みや余長部分の収容
が可能な寸法とすればよく、例えば、１０ｍｍ～３０ｍｍ程度としてもよい。
【００１６】
　仕切板２０は、略矩形平板状とされており、左右側端部の上端側にそれぞれ固定された
連結具２５，２５によって、収納部２の対向する左右の側壁１１，１１を構成する左右の
側板１４，１４に回動自在に連結され、支持されている。
　連結具２５は、内方側（収納部２の左右方向中心側）に向けて開口し、仕切板２０の側
端部が嵌め込まれる断面略コ字状（Ｕ字状乃至はＣ字状）の挟持片部２６と、外方側に向
けて突出する軸部２７とを備えている。この連結具２５の軸部２７が側板１４に設けられ
た軸受穴１８に挿入され、回動自在に支持されている（図２参照）。
【００１７】
　この仕切板２０は、その四周端面２１，２１，２２，２３が収納部２の四周内壁１１，
１１，１２，１３との間に少許の空隙を隔てて近接配置されるように形成されている。つ
まり、収納部２の内周寸法（上下寸法及び左右寸法）よりも仕切板２０の外周寸法（上下
寸法及び左右寸法）を僅かに小さく形成している。この仕切板２０を背板１０と略平行と
した状態では、仕切板２０の左右の側端面２１，２１が収納部２の左右の側壁１１，１１
に近接対面して配置される。また、この状態では、仕切板２０の上端面２２が収納部２の
天壁１２に近接対面し、仕切板２０の下端面２３が収納部２の底壁１３に近接対面して配
置される。
【００１８】
　上記空隙の寸法は、仕切板２０の回動を許容するクリアランスとして適宜の寸法とすれ
ばよく、連結具２５の構造や仕切板２０の端部形状等に応じて比較的に小さい寸法として
もよい。例えば、０．５ｍｍ～５ｍｍ程度の寸法としてもよい。なお、この空隙寸法を小
さくする観点等から、仕切板２０の上下の端部の前後の縁部に、Ｃ面取り形状やＲ面取り
形状の面取部を形成するようにしてもよい。また、連結具２５の挟持片部２６を受け入れ
る凹所を左右の側端部に設けるようにしてもよい。さらには、このような空隙を設ける態
様に代えて、仕切板２０の四周端部に、圧縮変形や弾性変形し得る各種フォーム系材料や
各種ゴム系乃至はエラストマー系材料等からなる隙間遮蔽部材を添設し、収納部２の四周
内壁に当接させる態様としてもよい。
【００１９】
　また、仕切板２０には、配線用の切欠部２４が設けられている。本実施形態では、回動
支点となる端部側とは異なる側の端部として、下端中央部に切欠部２４を設けた例を示し
ている。図例では、左右に長尺状に形成された切欠部２４を例示している。
　この切欠部２４の短手（上下）寸法は、配線７の挿通が可能な寸法とすればよい。また
、切欠部２４の寸法を、当該切欠部２４に手指の差し入れが可能な寸法としてもよい。こ
れによれば、当該切欠部２４を配線用の他、仕切板２０を回動させる際に、手掛部として
も利用することができ、別途、把手等を設けないようにすることも可能となり、簡易な構
造とできる。
　なお、仕切板２０は、上記同様の基材に表面化粧シートを貼着したものとしてもよい。
【００２０】
　また、収納装置１には、隣接する収納部２，２の配線用空間３，３を連通させる配線用
開口４が設けられている。本実施形態では、背板１０と棚板１７の後端部との間に配線用
開口４を設けた例を示している。図例では、棚板１７の後端面が左右の全長に亘って背板
１０の前面から離間した位置となるように棚板１７を配設し、これにより左右に長尺状の
配線用開口４を形成した例を示している。この配線用開口４の短手（前後）寸法は、配線
７の挿通が可能な寸法とすればよい。なお、配線用開口４としては、このような例に限ら
れず、棚板１７の適所に切欠部を設けたり、配線孔を設けたりして配線用開口を構成する
ようにしてもよい。
【００２１】
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　上記のように上端側が回動支点として収納部２の内壁に連結された仕切板２０は、常時
は、図１の上二段の収納部２，２に配設された仕切板２０，２０のように、その自重によ
り、背板１０と略平行とされる。一方、図１の最下段の収納部２に配設された仕切板２０
のように、上端側を回動支点として、下端側を手前側に向けて移動させるように回動させ
ることで、仕切板２０と収納部２の底壁１３との間に大きく空間が形成される。これによ
り、配線用空間３の手前側が大きく開放される。
【００２２】
　上記構成とされた本実施形態に係る収納装置１によれば、配線作業を容易に行うことが
できるとともに見栄えを向上させることができる。
　つまり、収納部２の背板１０と仕切板２０との間の配線用空間３に、収納部２に収納さ
れた物品６の配線７の余長部分等を見栄え良く納めることができる。
　また、仕切板２０は、収納部２の内壁に回動自在に連結されているので、この仕切板２
０を回動させることで、配線用空間３の手前側が大きく開放され、配線作業を容易に行う
ことができる。また、これにより、仕切板２０と収納部２の内壁との間に配線作業用の隙
間を大きく形成したり、仕切板２０に配線作業用の穴等を大きく形成したりする必要がな
く、見栄えを向上させることができる。つまりは、この仕切板２０を、背板１０と略平行
とした状態では、当該仕切板２０が収納部２の背板のような外観を呈することとなり、見
栄えを向上させることができる。
【００２３】
　さらに、本実施形態では、仕切板２０の四周端面２１，２１，２２，２３が収納部２の
四周内壁１１，１１，１２，１３との間に少許の空隙を隔てて近接配置されるように仕切
板２０を形成し、また、配線用の切欠部２４を仕切板２０に設けている。従って、仕切板
２０を背板１０と略平行とした状態では、仕切板２０の四周端面２１，２１，２２，２３
が収納部２の四周内壁１１，１１，１２，１３に近接し、例えば、四周内壁との間に配線
用の隙間を設けるようなものと比べて、見栄えをより向上させることができる。
　また、このように仕切板２０の四周端面２１，２１，２２，２３を収納部２の四周内壁
１１，１１，１２，１３に近接させた状態でも、収納部２に収納された物品６の配線７を
、仕切板２０の切欠部２４を介して配線用空間３に引き込ませ、納めることができる。
【００２４】
　さらにまた、本実施形態では、仕切板２０の上端部側を収納部２の内壁に回動自在に連
結し、切欠部２４を仕切板２０の下端中央部に設けている。従って、上端部側を回動支点
として仕切板２０の下端側を手前側に向けて移動させるように回動させることで配線作業
を容易に行うことができる。
　また、上端側を回動支点としているので、常時は仕切板２０が自重によって背板１０と
略平行となるように維持される。従って、回動を規制するストッパー等を設ける必要がな
く、簡易な構造とすることができる。
　さらに、切欠部２４を仕切板２０の下端中央部に設けているので、収納部２に収納され
た物品６によって、切欠部２４が目立ち難くなり、見栄えを向上させることができる。
【００２５】
　さらに、本実施形態では、複数の収納部２を並べるように設け、隣接する収納部２，２
の配線用空間３，３を連通させる配線用開口４を設けている。従って、複数の収納部２の
それぞれに収納された物品６の配線７を、配線用空間３及び配線用開口４を利用して、見
栄え良く効率的に配線することができる。
　さらにまた、収納装置１に配線７が接続されるコンセント５を設けているので、配線用
空間３及び配線用開口４を利用して、各収納部２に収納された物品６の配線７をコンセン
ト５に接続することができる。従って、各収納部２に収納された物品６の配線７が収納装
置１の外部に露出せず、より見栄えを向上させることができる。
【００２６】
　なお、本実施形態では、複数の収納部２のそれぞれの内周寸法を略同一寸法とした例を
示しているが、異なる寸法とされた収納部２を並べるように設けたものとしてもよい。こ
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の場合は、仕切板２０の外周寸法を各収納部の内周寸法に応じて適宜の寸法とすればよい
。
　また、本実施形態では、上下に複数の収納部２を並べるように設けた例を示しているが
、左右に複数の収納部２を並べるように設けたものとしてもよい。この場合は、左右に収
納部を仕切る縦仕切板を設けるようにしてもよい。また、この場合は、縦仕切板の後端部
と背板との間に、隣接する収納部２，２の配線用空間３，３を連通させる配線用開口４を
設けてもよい。または、配線用開口４として、縦仕切板に切欠部や配線孔等を設けたりす
る態様としてもよい。さらには、複数の収納部２を上下及び左右に並べるように設けた収
納装置１としてもよい。
【００２７】
　さらに、収納装置１の最上段の収納部２の配線用空間３に連通する配線用開口を、天板
１５に設けるようにしてもよい。これによれば、天板１５に載置された物品の配線を天板
１５の配線用開口を介して収納装置１の内部の配線用空間３に見栄え良く配線することが
できる。
　さらにまた、本実施形態では、隣接する収納部２，２の配線用空間３，３を連通させる
配線用開口４を設けた例を示しているが、このような配線用開口４を設けないようにして
もよい。
　また、本実施形態では、収納装置１にコンセント５を設けた例を示しているが、このよ
うなコンセント５を設けないようにしてもよい。この場合は、収納装置１の外部に配線７
を引き出すための開口を背板１０や側板１４等に設けるようにしてもよい。
【００２８】
　さらに、本実施形態では、収納装置１のそれぞれの収納部２に仕切板２０を設けた例を
示しているが、複数の収納部２のうちの少なくとも一つに仕切板２０を設けた態様として
もよい。さらには、このように複数の収納部２を備えた収納装置１に限られず、単一の収
納部２を備えた収納装置１としてもよい。
　さらにまた、収納部２の前方開口を開閉する開閉扉を設けた収納装置１としてもよい。
【００２９】
　また、本実施形態では、仕切板２０の下端中央部に切欠部２４を設けた例を示している
が、下端角部に切欠部を設けたり、側端部に切欠部を設けたりしてもよい。
　さらに、本実施形態では、仕切板２０の上端部側を収納部２の内壁に回動自在に連結し
た例を示しているが、下端部側を収納部２の内壁に回動自在に連結した態様としてもよく
、左右の側端部の一方側を収納部２の内壁に回動自在に連結した態様としてもよい。この
場合は、必要に応じて仕切板２０の回動を規制するストッパー等を設けるようにしてもよ
い。また、左右の側端部の一方側を収納部２の内壁に回動自在に連結する場合は、収納部
２の対向する天壁１２及び底壁１３に仕切板２０を回動自在に連結するようにしてもよい
。また、この場合は、回動支点とは異なる側の側端部に切欠部を設けるようにしてもよい
。
【００３０】
　さらにまた、本実施形態では、仕切板２０の四周端面が収納部２の四周内壁との間に少
許の空隙を隔てて近接配置されるように仕切板２０を形成し、また、配線用の切欠部２４
を仕切板２０に設けた例を示しているが、このような態様に限られない。例えば、このよ
うな切欠部を設けずに、仕切板２０の回動支点とは異なる側の端部の端面等と収納部２の
内壁との間に配線用の隙間等を設けた態様としてもよい。この場合は、該配線用隙間の幅
寸法を、配線７の挿通が可能な寸法とすればよい。
【００３１】
　また、本実施形態では、仕切板２０を収納部２の内壁に回動自在に連結する連結具２５
として、挟持片部２６と軸部２７とを備えたものを例示しているが、このような態様に限
られない。例えば、仕切板２０側に軸受穴を設け、この軸受穴に挿入される軸部を収納部
２の内壁側に設けるようにしてもよい。または、蝶番等によって仕切板２０を収納部２の
内壁に回動自在に連結する態様としてもよい。この場合は、仕切板２０の上端部と収納部
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２の天壁１２とを蝶番等によって連結したり、仕切板２０の下端部と収納部２の底壁１３
とを蝶番等によって連結したり、仕切板２０の一側端部と収納部２の一側壁１１とを蝶番
等によって連結したりする態様としてもよい。仕切板２０を回動自在に収納部２の内壁に
連結する連結手段としては、その他、種々の構造とされたものが採用可能である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　　　　　収納装置
　２　　　　　収納部
　３　　　　　配線用空間
　４　　　　　配線用開口
　１０　　　　背板
　１１　　　　側壁（内壁）
　１２　　　　天壁（内壁）
　１３　　　　底壁（内壁）
　２０　　　　仕切板
　２１　　　　側端面
　２２　　　　上端面
　２３　　　　下端面
　２４　　　　切欠部

【図１】 【図２】
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